
・手洗いを徹底する
・感染したら仕事を休む
・調理従事者、関係者の健康状態を把握、　
　管理する
・施設を利用されるお客さまにも
   注意喚起を行う

・入室前の２度手洗いを徹底する
・感染したら仕事を休む
・調理従事者、関係者の健康状態を把握、　
　管理する
・施設を利用されるお客さまにも
   注意喚起を行う

ノロウイルスの感染ルート

食べ物からの感染
　＝ノロウイルス食中毒
ヒトからヒトへの感染
　＝接触感染
飛沫・塵埃感染

最終的にはすべて経口感染

・トイレ後・清掃後・入室前の
  ２度手洗いを徹底する
・施設・設備を定期的に清掃・消毒する
・嘔吐物を適切に処理する
・調理時の交差汚染を防止する

・トイレ後・清掃後・入室前の
  ２度手洗いを徹底する
・施設・設備を定期的に清掃・消毒する
・嘔吐物を適切に処理する
・調理時の交差汚染を防止する

特徴を知り、予防に努めましょう

ノロウイルス食中毒について＜後編＞

　ノロウイルスにはワクチンがなく、治療は対症療法に限られる
ため、予防の徹底が重要です。
　調理従事者など食品取扱者への衛生教育をあらためて徹底し、
各自が正しい知識をもって、予防につとめましょう！

ノロウイルス食中毒の予防

持ち込まない 加熱する
中心温度 85～ 90℃で
90 秒以上加熱する
中心温度 85～ 90℃で
90 秒以上加熱する

ノロウイルス保有を前提として食品を取り扱いましょう！

もっと詳しく！ →

拡げない つけない

ノロウイルスの主な特徴

4ノロウイルス予防４原則

予防で
おさえるべき
ポイント

ノロウイルス食中毒予防は、次の＜予防 4原則＞です

ウイルスが
非常に小さく
除去が難しい

感染力が強く
少量のウイルスで
感染する

感染の自覚が
ない場合がある

・２度手洗いを徹底する
・食材に触れるときは手袋を着用する

・野菜・果物・調理器具を洗浄・消毒する
・非加熱食品、加熱後の食品の取扱いに注意する
・衛生的な作業着・マスクを正しく着用する

ノロウイルスに汚染された食材、
食品は加熱により、ウイルスを不
活化できます
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健康状態の把握、責任者への報告を行う
　従業員だけでなく、家族や知人・隣人など従業員が感染する可能性の
ある関係者についても、健康状態や症状を正確に把握し、記録します。
　下痢・嘔吐などノロウイルスが原因と思われる症状が出たら、職場の
責任者に報告して仕事を休みましょう。
　回復後もしばらくは排泄物中にウイルスが含まれていることを念頭
に、職場復帰後は、日常よりも丁寧かつこまめに手洗いを行うなど、衛生
管理を徹底しましょう。

汚染物の処理は、初期対応を完璧に行う
　汚染物処理の初期対応が不十分だと、汚染物に触れた手指、靴などを介して短時間
でウイルスが施設内に拡がります。
　残存したウイルスは、汚染場所を清掃したモップなどを介しても汚染を拡げ、乾燥
すると塵や埃とともに空気中に舞い上がります。
　環境中に汚染を拡げないため、汚染物の処理は迅速かつ適切に行いましょう。　

出典・参考：公益社団法人日本食品衛生協会「ノロウイルス食中毒・感染症からまもる！！－その知識と対策ー」

回復後のノロウイルスの保有状態や、
他の人への感染の有無の確認をする
ために検便を行う方法もあります。
ノロウイルス検便には遺伝子を調べ
る検査や抗原を調べる検査など様々
ありますが、厚生労働省から出されて
いる大量調理施設衛生管理マニュア
ルには「遺伝子型によらず、概ね便 1g
当たり 105 オーダーのノロウイルス
を検出できる検査法を用いることが
望ましい。」と記載されていますので、
これらに該当する検査を選ぶとよい
でしょう。

安全性を高めるために

　調理作業に入る前や、調理済み
食品を扱う前、盛りつけ作業を行
う前、およびトイレの後など調理
作業の衛生的要所となる場面で
の手洗いが重要です。
　ノロウイルスは、細菌に比べて
小さいため、手のしわなどに入り
込むと、簡単には洗い流せませ
ん。「２度手洗い」を行い、しっかり
とウイルスを洗い流しましょう。

予防の決め手は「２度手洗い」

社内管理用スケジュールは下記に保管しました。

２度手洗いの手順

手のひら 手の甲手の甲 指の間指の間

手首 指先 親指の付根爪

手全体を水で濡らす
（水で目に見える汚れを
落とす）

手洗い石けん液を
手に取る

しわの間を洗い残さないよう
よくこする（５回以上）

手のひらで手の甲を
伸ばすように（５回
ずつ）

指と指の間は両手を
からめて（５回以上）

爪ブラシで洗う 手首（しわを入念に）も
手のひらでしっかりこする
半袖の場合はひじまで

手のひらでこするように
（５回ずつ）

ねじるようにして。
関節のしわも（５回ずつ）

手洗いの前にチェック！・爪を短く整える・マニキュアをとる・指輪や時計などの装身具をはずす・手指に傷や手荒れがないか確認する

① ② ③ ④ ⑤

身だしなみを整え、次亜塩
素酸ナトリウムの 1,000 ～
5,000ppm希釈液を作る

ペーパータオル等で、汚物
を覆うように拭き取る

拭き取った汚物は次亜
塩素酸ナトリウムの希
釈液に浸し、廃棄する

汚物が付着していた床とその周囲を、
次亜塩素酸ナトリウムの希釈液を染み
込ませた布等で覆うか、浸すように拭く
(10 分程度たったら水拭きを行う)

処理後は、付着した汚物が飛び散
らないように手袋を裏返して外
し、手洗いを行う

エプロン

マスク

手袋

使用したエプロン・マスク・
手袋は拭き取った汚物と
同様に処分する（③参照）

汚染を広げる危険がある
ため、同一面での二度
拭きをしない！

汚物処理の手順 ※処理中・処理後は十分に換気すること！


